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連載シリーズ

1．はじめに
　若く溌剌とした優秀な日本人学生・外国人留学生に
囲まれ、教育・研究に携わることができ、日々幸いで
あるというのが正直な気持ちである。これも有能で献
身的なスタッフがいてこそ、大変有難い。
　本稿では国際的視野に立ち、外国人留学生の受け入
れを主とする大学院博士課程コース「量子エンジニア
リングデザイン研究特別プログラム」の概要ならびに
プログラムの目指すところをご紹介する。また現場の
声として、同プログラムで学ぶ留学生のコメントや、
紹介される機会の少ないスタッフの留学生受け入れに
関する経験等もご紹介したい。

2．量子エンジニアリングデザイン研究特別プログラム
2-1. 概要
　本プログラムは、博士前期・後期課程 5 年一貫制で
留学生を主として受け入れるプログラムであり、その
受け入れ母体は、平成 18 年に設立した部局横断型研
究組織「量子エンジニアリングデザイン研究イニシア
ティブ（QEDRI）」である。QEDRI は、平成 24 年 4
月現在、本学 6 部局（工学研究科・理学研究科・基礎
工学研究科・情報科学研究科・産業科学研究所・科学
教育機器リノベーションセンター）11 専攻が連携す
る。国外の交流拠点は、フィリピン・デラサール大学
のメラニー・ヤダオ准教授に担っていただいている。
　「量子エンジニアリングデザイン」は普遍性のある
量子・ICT ベースのサイエンス・エンジニアリング
の研究開発手法であり、文理融合、異分野融合など既
存科学の多様な組み合わせを誘導するものである。ア
ジア諸国の研究・教育機関、産業界への浸透も ICT
ベースが故、比較的容易である。学術成果からは、こ
れからの国際社会に必要な持続性のある新しい産業、

例えば、持続的地球環境・人類生存環境調和産業、超
省エネルギー産業、少子高齢化社会に対応する新しい
産業が生まれ、グローバル市場経済への大きな波及効
果がもたらされると期待される。QEDRI は、人的・
組織的・学術的ネットワークの強化、アジア諸国の科
学技術レベルの向上、アジア諸国との国際協力・連携
を促し、我が国及びアジア地域の中・長期の持続的・
安定的成長に寄与することを目的としている。
　QEDRI は、研究の切り口として、以下の 3 つのディ
ビジョンから成り立っている。
　第 1 コアディビジョン：数理手法フロンティアの構築
　第 2 コアディビジョン：物質機能発現機構の解明
　第 3 コアディビジョン：次世代機能材料の現実化研究
　「数理手法フロンティアの構築」では、物理・化学・
工学を始めとして生物学、環境問題に現れる様々な複
雑系に対して、自己組織化の観点から統一的に捉え数
理モデルを構築し、その非線形モデルを解析するため
の数理的方法を開発すること、さらに、開発した数理
手法を応用して実世界に現れる現象を解明することを
目的としている。研究対象の現象は、固体表面自励反
応から、腫瘍型血管新生、シロアリ集団の塚建築行動、
マングローブの生態系推移等々、様々であり諸科学に
貢献できる人材育成を行っている。
　「物質機能発現機構の解明」では、物質の諸特性（反
応を含む）を原子・電子のレベルから量子力学を第一
原理にして解明し、望む機能を理論的にデザインする
計算機マテリアルデザイン（CMD®）学を推進してい
る。CMD 学では、従来の絨毯爆撃型の材料探査を遠
のけ、環境負荷を最小化したデザイン主導の研究開発
で、製造・使用・廃棄のサイクルに渡って環境に調和
し、かつ高機能の材料・デバイスを世に送り出すこと
を目指している。材料開発のグローバルな目的を自ら
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考え、それを成し遂げる CMD 技術を駆使できる人材
育成を行っている。
　「次世代機能材料の現実化研究」では、CMD 技術
と実験によるデザイン物質の創製・検証を通じて、希
少元素代替材料の開発、特にエネルギー環境問題に直
結する科学技術を支える機能性材料：排ガス浄化触媒、
燃料電池電極触媒・電解質、スーパーキャパシター電
解質、太陽電池材料開発から、未来をつくる次世代情
報処理デバイス：スピントロニクス、酸化物エレクト
ロニクスデバイス材料開発までをターゲットにしてい
る。物質設計を原理原則から主導できる人材育成を
行っている。
　このような QEDRI を母体として、文部科学省の平
成 18 年「国費外国人留学生（研究留学生）の優先配
置を行う特別プログラム」で採択され、「量子エンジ
ニアリングデザイン研究特別プログラム」が誕生した。
平成 19 年度（2007 年度）より毎年国費留学生 4 名な
らびに私費留学生若干名を、QEDRI に所属する教員
の研究室で受け入れている。現在、留学生の出身国は、
経済成長の著しい東アジア、東南アジア諸国が中心で
ある。2012 年 4 月 1 日現在、博士前期課程・後期課
程合計 27 名が在籍する（内訳：ベトナム 8 名、イン
ドネシア 6 名、フィリピン 5 名、中国 3 名、タイ 2 名、
イラン・韓国・バングラデシュ各 1 名）。量子エンジ
ニアリングデザインという共通の切り口を持ちながら
も、個々の学生の研究テーマは多彩である（※ 1. 写
真 1）。学生らは、研究発表会を中心としたプログラ
ム内の交流や学術国際会議および学会を経験すること
で、グローバルな研究活動を行える素地を養う。
　また、本プログラムの大きな特色として、QEDRI
が東南アジア諸国、日本国内で開催している計算機マ
テリアルズデザインワークショップへの参加が挙げら
れる。このワークショップは、大学・研究所・民間企
業を問わず一般の研究者を対象とした CMD 技術を駆
使できるエキスパートを養成する実習講座である。開
催地は国内（年 2 回）に加え、アジア 4 ヶ国に及ぶ（各
国年１回　※ 2.）。学生は、まず受講生として参加し、
スキルアップをする。その後各自の能力に応じて運営
側にまわり、講義・実習のチューターを担い実践力を
養う。
　CMD ワークショップの開催の利点は、海外開催地
において優秀な学生を発掘する機会でもあるという点
だ。これが、実際に有望な学生の QEDC への採用に

つながっている。さらに、現地で教員や学生と面談す
ることにより、将来の留学希望者のニーズを汲み取る
こともできるので、本プログラムの発展にも役立って
いる。

2-2．留学生の採用 -現地面談も
　本プログラムでは、プログラム運営委員会が主導で
留学生の選考・配属を検討し、最終的に専攻長会で審
議、承認される。留学生選考の過程では、上述のよう
に、QEDRI 組織の広範なネットワークの活用として、
海外の CMD ワークショップ開催地における現地面談
にも力を入れている。アジアを中心とした外国大学の
教員に優秀な候補者を推薦してもらう。そして、指導
予定教員が現地に出向いて面談、或いは電話等による
インタビューを行う。また非常に優秀でありながら、
受け入れ側の教員とコネクションを持たない学生も当
然応募して来る。このような学生を取りこぼさないた
めにも、評価は特に慎重に行わねばならない。こうし
たケースを含めても、例年、出願時点で既に絞り込み
が行われているので、その倍率は 2-5 倍程度となって
いる。そのため、全候補者の選考をじっくりと行うこ
とができ、指導教員とのマッチングにも力を入れるこ
とができる。

2-3．短期プログラムとの連携の利点
　QEDRI では、関連プログラムとして 2009 年度より
各種短期プログラムを実施している。このうち、短期
留学生受入のプログラムは、受け入れ側である
QEDRI 指導教員と、進学を考える学生の双方にとっ
て、恰好のお試し期間となっている。
　短期プログラムとはいえ、学生は QEDC 正規課程
と同じく各研究室に配属され、指導教員の下、学習・
研究生活を送る。さらに、CMD ワークショップ等に
参加する機会もあるので、ちょうど QEDC 体験入学
のようなものである。一方、指導教員の立場からは、
入学希望者の実力を正確に判定し、博士号取得までの
長い期間を異国で頑張り通すだけの精神的な強さを
持っているかどうかを見極めるための貴重な期間と言
える。
　いかに有望な学生でも、留学生活を送る上での適性
を欠くようでは、双方にとって不幸である。短期間で
も本学において留学生活を経験させれば、5 年一貫制
である QEDC で学生を採用する際のリスク（研究内
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容、指導教員との相性、研究室生活や日本での生活の
適性等）を相当抑えることができる。
　最近 3 年間に実施したプログラムは以下のとおりで
ある。それぞれ日本学生支援機構（JASSO）より奨
学金等の支援を受けることができたので、学生は資金
面の不安なく学業に励むことができた。
＜2009-2010 年度＞
「量子エンジニアリングデザイン（QED）研究

─短期交流特別プログラム」の実施
「21 世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS プ
ログラム）に基づくアセアン及び東アジア諸国等を
対象とした学生交流支援事業」における短期留学生
受け入れ

　　　2009 年度 4 ヶ月 2 名、12 ヶ月 5 名
　　　2010 年度 5 ヶ月 3 名、12 ヶ月 6 名採用
＜2011 年度＞
「留学生交流支援制度（ショートステイ、ショート
ビジット）」による受け入れ・派遣

　　　5 名受入、6 名をベトナム・タイへ派遣
　上記以外にも、日本学術振興会「若手研究者招聘事
業─東アジア首脳会議参加国からの招聘─」をはじめ
各種招聘事業参加者から本コースへの問い合わせもあ
り、短期プログラム実施による QEDC 入学希望者増
加の手ごたえを感じている。

3．QEDC学生によるコメント
　以下、学生による率直な感想をいくつか紹介する。
　・QEDC は英語による履修で学位が取得できる点

が優れている。
　・思っていたより研究に忙しいので日本語学習の時

間がなかなか取れない。が、日本語が少しでもで
きると、より日本人学生や学外の人と交流できて、
日々のモチベーションも上がる。

　・一般の留学生と比べて、QEDRI 関連でワーク
ショップ、学会参加や国内外の研究者と接触する
機会が非常に多いことが嬉しい。発表の機会が多
く負担だとこぼす学生もいるが、これは QEDC
の優れた点であると思う。

　・QEDC の学生には同じ大学・専攻出身の者もい
る。この場合、コミュニティーはすでに出来上がっ
ている。できるだけ様々な大学出身の学生がプロ
グラムを知って志願し、プログラムの多様性が増
すように、もっと幅広く宣伝を行うべきである。

4．留学生受け入れの現場で
　以下は、当プログラムの運営と留学生受け入れを担
当してきた田中玲子氏、野尻郁子氏より伺った事実で
ある。ここでご紹介することは、留学生受け入れのほ
んの一面に過ぎないが、現場の苦労や工夫を少しでも
お伝えできればと思う。
　多くの受け入れ教員が経験することではあるが、優
秀な留学生の採用が決まればあとは指導教員が学問上
の指導をするだけというわけではなく、生活面に関わ
る様々なサポートが時間的にも大きな負担となる。こ
の点が日本人学生の受け入れと大きく異なる点であ
る。筆者の研究室では、スタッフがこれまでの受け入
れ経験を生かして計画を練り、留学生や日本人学生に、
新規渡日の諸手続きや大学内外の諸手続きの協力をし
てもらっている。

4-1．住居探し
　現在では本学の国際部・サポートオフィスが留学生
のビザ申請から住居探しまで幅広く相談、指導、補佐
を行うようになった。その結果、指導教員や受け入れ
研究室側の負担はずいぶん軽くなった。しかし、特に
住居探しについては、本人の不安が大きいまま綱渡り
するケースも多い。そのため、来日後の住居さえ決定
してしまえば、留学生受け入れ準備の大半が終了した
ようなもので、落ち着いてプログラム運営面の業務を
行うことができる。
　まずはいちばん避けたかった綱渡りのケースをご紹
介する。インドネシアから来日する女子学生で、奨学
金もあり、かなり恵まれた学生であったが、寮の抽選
にことごとく漏れ、本人の来日 1 週間前になってよう
やく入居先が決定した。
　本研究室での受け入れが決まった学生は、通常次の
優先順位で住居の応募を行う。
①本学の留学生寮：男子寮、極少数の女子寮。
　安価で、入居手続きが比較的簡単である。
②国際交流団体の運営する留学生寮
③本学運営のゲストハウス：一泊三千円から。来日後

数日程度でアパート契約ができそうな場合にはゲス
トハウスを利用する。メリットは、ゲストハウスに
滞在中、予め目星をつけておいたアパートを本人に
確認させ、本人が納得した上で契約できる点である。
デメリットは、あっという間に宿泊費がかさみ、
1-2 週間程度で留学生の本国の月給相当額を超える
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程、高額になってしまうことだ。
以上①－③は、基本的に入居時の敷金・礼金は不要、
うち①および②は安価なので例年留学生が殺到する。
④民間の賃貸住宅

敷金・礼金の不要なアパートも多少あるが、極端に
古い、キャンパスから遠い、設備が不便である等、
初来日の学生には薦め難い。特に女子学生向けの安
心できる物件を探すのは困難である。

彼女の場合、①及び②に応募するも落選、③も応募当
時満室で、④しか考えられなかった。そこで、キャン
パスより自転車で 25 分程度とやや遠いが家具付きの
物件を見つけ、本人の了解を得たうえで契約に動いた。
初期費用は、他のアパートと比べ格安とは言え 10 万
円近くになった。交渉により幸いにして、支払い後の
契約完了ではなく、入居当日に支払うという条件で来
日前に契約できた。が、このケースでも奨学金を手に
するのは来日約 1 ヶ月後である（住所を確定して外国
人登録をし、銀行口座を開設し、奨学金事務所等に銀
行口座の登録を行い、奨学金振込みを待つ）。そのた
め結局のところ、本人の来日前にこの初期費用を指導
教員か友人が肩代わりする点においては変わりない。
筆者の経験では、来日直後に入居費用を準備できる学
生はゼロであった。奨学金が支給されるとはいえ、来日
前に高額な借金を背負うのは、大きな心の負担である。
　上述の学生のように、出身国或いは日本国内の奨学
金を受給できる学生については、本人の来日前でも契
約が成立するよう、大学側が働きかけていただきたい。
当然リスクが伴うが、それを含んだ上で、信頼できる
学生を大学が保障するような制度を検討する等、要望
を出している。
　留学生からは、他国の大学のように、一旦入寮した
ら卒業するまで入居できる寮があればと要望が出てい
る。現時点では、留学生数に対する寮の部屋数の不足
により、1-2 年で寮を出て、新規来日の留学生に部屋
を譲らなければならない。が、そもそも入寮できない
学生の方が多い。まずは、新規来日の留学生が全員、
来日当初は留学生寮に滞在できることを切に望む。滞
在先が決まっていない学生が、先輩留学生のアパート
に居候させてもらうこともあり、これはこれで学生同
士の助け合いの経験として価値はあるが、できれば、
留学生諸君には住居が決まらない不安や煩わしさを感
じることなく、来日直後からスムーズに留学生活のス
タートをきって、充実した研究を行っていただきたい。

4-2．留学生の氏名の表記
　筆者の研究室においては、この 5 年間で留学生数が
5 名から 30 名前後に激増した。この間、スタッフが、
留学生受け入れに伴う入国管理局へのビザ申請、住居
探し、さらに先輩留学生に来日後の各種手続きサポー
トをするように指示し（市役所での外国人登録、国民
健康保険加入）、銀行・郵便局等口座開設、ガス・電気・
水道使用開始の申請等を行った。ただし、留学生の新
生活の手助けを開始すると、あれもこれもと際限なく
抱え込んでしまうこともあった。しかし、実際に留学
生に密着して一連の世話を行ったことで、細かいけれ
ども押さえておくべきポイントが分かり、後の合理化
につながっている。
　例をひとつ挙げると、登録する名前の表記である。
　留学生は学内外の様々な局面で名前を登録してい
る。うっかりすると、外国人登録名、銀行口座名、学
籍（教務課での登録）等、てんでばらばらな登録にな
り兼ねない。カタカナ表記がまちまちだと、銀行口座
名や学籍ではトラブルになりやすい。大抵の登録では
カタカナ表記が主となり、それに追記する形でアル
ファベット表記（パスポートの表記と同じ）が行われ
る。よくある名前では、モハメドなのか、モハメッド、
ムハンマド、それともムハマド、といった具合に何通
りもの表記がある場合は特に気をつけたい。また、漢
字表記の場合、「張」は、日本語読みで「チョウ」と
してしまうのか、「ジャン」なのか「チャン」なのか
･･･。この混乱を防ぐため、新規来日者名のカタカナ
表記は、同文化圏出身の留学生に相談の上、本人にとっ
てなるべく違和感のないものに定め、紙に書いて持た
せ、手続きの際はそれを登録させるという工夫をして
いる。そうすれば、窓口の担当者が頭を悩ませた挙句
の果て、似ても似つかぬ名前で登録してしまい、忘れ
た頃にひと騒動起こるということを防げる。

4-3．文化背景の異なる学生の受け入れについて
　日本人スタッフ・学生十数名に対し外国人研究員・
留学生が 5 名程度在籍していた頃は、まだ日本人学生
の多くにとっては、外国人メンバーはややお客様的な
存在のようで、礼儀正しく距離を置いているように見
受けられた。しかし、外国人メンバーが増加し、日本
人メンバーと短期留学生を含めたメンバーとが半々の
割合となったころ、これまでは表面化しなかった違和
感や反感のような、マイナス感情がちらちら出てきた。
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暫くややギスギスした雰囲気も感じられたが、スタッ
フの働きかけや共同で運営するワークショップをはじ
め各種イベントを通して、この 1-2 年で、互いに気負
いのない交流ができるようになっているようだ。
　昨今、日本人学生の内向き志向が懸念されているが、
このように外国人留学生が一定数以上在籍する研究環
境に入ることで、否応なしに多文化環境に置かれ、徐々
に外国人との研究生活に慣れ、逞しく成長している学
生を見ると、悲観的になる必要はないと感じる。

4-4．ムスリム（イスラム教徒）学生の受け入れで
　最後にムスリム学生の受け入れで印象的だったこと
を二つご紹介したい。
　彼らの日常についてよく知られているのは、日に 5
回礼拝を行うことやアルコールや豚肉を避ける点であ
る。QEDC でも正規学生・短期学生それぞれに何名
かムスリム学生を有する。学生達は、現在では宴会や
会食等の企画の度に、全員が楽しめるようあれこれ工
夫を凝らしている。鍋物に入れる素材をチェックし、
バーベキューでは、マシュマロ焼きはゼラチンが豚由
来かも知れないからだめだ、はんぺんは「受けが良かっ
た」等々、パズル感覚なのか、案外楽しそうにてきぱ
き対応しているようである。
　もう一点、思いがけないことがあった。それまでム
スリム学生は 2 名程度だったのが、2010 年度、一挙
に 6 名抱えることになった。この年の冬に、インドネ
シア人学生が 4 名「手足が痒い！」とスタッフに訴え
てきた。てっきり、集団で何かにかぶれたのかと思っ
たが、それは霜焼けの痒さであることが分かった。と
いっても彼らの寮やアパートがひどく寒かったわけで
はない。よくよく生活をチェックしてみると、どうや
ら礼拝前に手足・顔を清め（水洗いし）、その後乾か
ぬまま手袋もせず自転車に乗ったりして寒風に当たっ
たことが原因らしい。手足を洗うなとは言えないので、
できるだけ濡れた状態で冷たい風に当たらないように
と注意を促し、その後はなんとか治まったそうである。
　以上、細々としたエピソードをご紹介させていただ
いたが、留学生の存在により、職員も日本人学生も新
鮮な驚きに満ちた毎日を送っていることを想像いただ
ければ幸いである。

5．おわりに
　本稿が発行されて間もなく、このプログラムの第一
期生が 5 年一貫の課程を修了、博士号を取得する見込
みである。学問上の挑戦は当然のことであるが、第一
期生であるがゆえのプログラムにおけるカリキュラム
上・事務上の困難、運営開始後の数々の問題点に立ち
向かい励んできた学生諸君の道のりに万感の思いがあ
る。
　関係者の皆様には心より感謝申し上げたい。
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・Borohydride on transition metals and gold alloys
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